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家族・介護・看取りを視野に入れて
高度経済成長期前後の葬儀変遷

長野県内では，長野市などは 1930 年代には既に火葬が行われているが，本稿で主として取り上

げるＺ家の位置する中信地域では，場所によっては 1970 年代に入って初めて火葬が取り入れられ

る。火葬が取り入れられることによって，葬儀の進め方の順序に変化が生じる。また，葬儀は地域

集団の手を借りて行われていたものから，家によっては 1970 年からホテルなどを借りての葬儀が

行われ始める。地域集団や同族集団が中心になって行っていた葬儀が，そうした人々に迷惑をかけ

たくないという喪主の意向などによって，自宅葬から葬祭場などを利用した葬儀への変化を見せ始

める時期として捉えることができる。もちろんこの背景には高度経済成長期以降，忙しく働くサラ

リーマンや共働き家庭などが一般的になってきたという社会的背景があることはいうまでもない。

また，2000 年代に入ると，死者の多くは病院や特別老人養護ホームなどで亡くなることが多くなっ

てくる。本稿ではこうした変化を長野県中信地方に暮らすＺ家を中心に，Ｚ家と姻戚関係で繋がる

家々，13 例の家族のあり方の変化と，それに付随する介護・看取り（臨終のあり方）の変化に視

野をひろげて報告する。それらの事例を通して見えてくるものは何かを整理してみると，自宅で死

を迎えていた時代から病院や施設で死を迎える時代へと変わるにしたがって，葬儀をおこなう場所

も変化し，葬儀の会葬者の規模にも変化の兆しがみられることを読みとることができる。そして，

改めて葬儀は誰のために行われるのか，という葬儀のあり方の本質的な部分を問い直し，考え直す

時期を迎えていることに気づかされる。
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